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※ 未提出者への督促後に新たに提出（入力）されたレポートも含めた集計結果です 

基礎教育自己点検・評価専門委員会 

 

※ 以下、各選択肢の右に該当クラス数を記す。（全回答数に対する回答率も附記） 

 

 

 

 

A（問 1～10）：授業担当者として教授技法や授業内容等に関し、教育活動を自己点検し、次の①～④のうち該当する丸数字を選

んでください。  ①:あてはまる ②:ややあてはまる ③:あまりあてはまらない ④:あてはまらない 

 

設問 1 シラバスに沿って授業を行えた。 

①:20（69%）   ②:7（24%）   ③:2（7%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 2 学生の理解度やレベルを踏まえて授業内容を設定・調整した。 

①:17（59%）   ②:11（38%）   ③:1（3%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 3 話し方、板書の仕方、機器又は器具の使い方、等が適切だった。 

（教授技法の適・不適の観点で柔軟に回答してください。） 

①:12（41%）   ②:16（55%）   ③:1（3%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 4 重要ポイントを明示し、分かり易く説明した。 

①:15（52%）   ②:14（48%）   ③:0（0%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 5 学習意欲や知的好奇心・関心を掻き立てたり満足させる教え方ができた。 

①:9（31%）   ②:20（69%）   ③:0（0%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 6 受講生の信頼を得るような授業態度で授業に臨んだ。 

（授業を周到に準備し、休講・遅刻を極力控え、進行を妨げる行為（私語など）に対して毅然として実施した。） 

①:21（72%）   ②:8（28%）   ③:0（0%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 7 受講者とのコミュニケーションを図りながら授業を進めた。 

（発問への回答を学生に求めた/学生からの質問・発言を促した/学生の理解度を確かめながら進めた 

/学生の授業への能動的な参加（アクティブ・ラーニング）を促した 等） 

①:10（34%）   ②:7（24%）   ③:12（41%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 8 授業内容に見合った予習・復習或いは発展学習を課した。 

①:5（17%）   ②:12（41%）   ③:11（38%）   ④:1（3%）    未回答:0（0%） 

設問 9 総合的に判断して学生を満足させる授業が行えた。 

①:8（28%）   ②:20（69%）   ③:1（3%）   ④:0（0%）    未回答:0（0%） 

設問 10 シラバスに掲げた当初の授業目標（ねらい）は達成された。 

①:8（28%）   ②:20（69%）   ③:0（0%）   ④:1（3%）    未回答:0（0%） 
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B（問 11～15）：FD 活動についてお尋ねします。 

 

設問 11 この授業科目に関してこの 1 年間取り組んだ FD 活動を選んでください。（複数回答可） 

①他教員の授業参観： 4（14%） 

②学内外の FD 講演会等への参加： 25（86%） 

③他大学の FD 活動の視察： 4（14%） 

④その他： 4（14%） 

 

設問 12 今後取り組もうと考えている FD 活動を選んでください。（複数回答可） 

①他教員の授業参観： 14（48%） 

②学内外の FD 講演会等への参加： 25（86%） 

③他大学の FD 活動の視察： 6（21%） 

④その他： 4（14%） 

 

 

設問 13 昨年度も同一科目を担当した方は、前年度の授業評価に基づき、改善した点を書いてください。 

該当するクラスのうち、 回答：15 クラス（順不同） 

[1] ＤＶＤ視聴を通して視覚的な刺激を与えた。 

[2] 配布プリントの一部をわかりやすく手直しした。・・・３クラス 

[3] 昨年度は講義の時間がすくなかったため説明不足だったが、今年は説明時間を増やし学生の理解を促した。また昨年度

より多角的に内容を学生に提示するよう心掛けた。 

[4] スライドを理解しやすいように改訂した．理解に必須の演習問題を選択しなおした．・・・2 クラス 

[5] ３進法、８進法の四則が理解し易いように、プリントを配ったり、板書の仕方に配慮したりした。・・・2 クラス 

[6] 文系の学生が増加したことに伴い，直感的な理解ができるよう努めた。 

[7] 受講者とのコミュニケーションを図るように努めた・・・2 クラス 

[8] 板書を少し増やした 

[9] フィールド実習に不慣れな学生に配慮した実習を企画したつもりである。 

[10] 昨年度は、全受講者から「満足」と回答されたので大きな変更はしていない。 

 

 

設問 14 自分の授業の評価できる点や反省すべき点、或いは、この FD 活動レポートに関して特記すべき点があれば書いてくだ

さい。 

  回答： 14 クラス（順不同） 

[1] 学生とのコミュニケーションを増やそうとしたが、時間的な余裕がなかった。・・・５クラス 

[2] 単にフランス文学の説明でなく、日本社会の価値観と比較することで、学生がフランス文学を通して自分自身の生きる

社会を見つめ直せるような視点を提示した。 

[3] 今年初めての授業でしたので、手探りでした。来年度はさらに工夫をしたいと思っています。 

[4] 当該科目を設置した初年度であったため、意欲と期待を持って授業に臨んだが、受講生が少ない（最終的に８名）うえ、



教員 FD 活動レポート（基礎教育）H28 後期 まとめ 学士力発展科目 

3 
アイスブレイクやグループワークを取り入れても口数が少ない学生ばかりであったため、授業内容や教育方法の工夫・改善に毎

回頭を悩ませた。そのことがかえって学生を惑わせたのではないかと反省しているが、学生側の努力（自分の意見を他人に聞こ

えるような声の大きさで話す、課題を遂行する、意見を求められたら「同じです」で口を閉ざさずに何か言う、など）も少しは

必要ではないかと思う。 

[5] 文系・理系種々の学生が集まる授業なので、易しい内容を扱い、かつ初めてで（と思われる）興味ある（と思われる）

内容の授業を行っている。分かっている者にとっては初めのうちはつまらなく思える内容であるので、内容を少し新しい観点か

ら扱ったりもしているが、しかし、復習を行う意味もあるのできちんと行っている。・・・2 クラス 

[6] 農学部、工学部学生への授業に際し、事例を彼らにとってより興味を悖るものにしていきたい。例えば、地域事例に畜

産業を取り入れるなど。 

[7] 基礎教育として、学生の知識のベースアップ部分を改善する必要があると感じた。 

[8] 地域に関わりながら教育を実施する、いわゆる「地域志向教育」として仕組みづくりから講義企画まで設計できた点。 

[9] 初めての PBL 型の講義であり、学生の能力や参加動機によって最終的に成長の差がついたと感じている。この点は序盤

の講義内容をを改善したい。 

 

 

設問 15 FD 活動レポートに関して特記すべき報告があれば添付ファイルで提出してください。 

   提出ファイル： なし  

 

 

 

 

 

C（問 16～18）：中期目標・中期計画のうち「コミュニケーション能力の育成」についてお尋ねします。 

 

設問 16 授業に「コミュニケーション能力の育成」を考慮した内容が含まれていますか？ 

①はい： 15（52%）    ②いいえ： 14（48%）   未回答： 0（0%） 

 

問 16 で「はい」の方は問 17、18 にお答えください。 

 

設問 17 下記のどの点を重視しましたか？（複数回答可） 

①聞いて理解する： 9（31%） 

②読んで理解する： 6（21%） 

③自分の考えをまとめて話す： 7（24%） 

④自分の考えを文章にまとめる： 5（17%） 

⑤討論する： 6（21%） 

⑥皆の前でプレゼンテーションする： 6（21%） 

⑦その他： 0（0%） 

 

設問 18 「コミュニケーション能力の育成」に関して具体的な取り組みがありましたら、記述してください。 

 回答： 8 クラス（順不同） 
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[1] 授業毎に感想を書いてもらい、さらに最後に課題図書リストから自分で選んだ本のレポートを提出してもらうことで、能動的に授業

や文学作品と向かい合い、自分の考えと意見をまとめられるようにした。 

[2] 講義の初回に計 42 ページのプリントを渡し、これを読んで理解の助けになるようにした。 

[3] プリントの配布、講義ノートの Web 上への公開・・・2 クラス 

[4] 二回にわたりプレゼン発表を課した。発表準備段階で中間発表もしてもらい、クラス内の意見を取り入れてスライド等をバージョン

アップするなどの相互学習を取り入れた。 

[5]・地域住民へのインタビュー実施 

・調査内容を 模造紙を用いて図示化する グループワーク 

・地域住民へのプレゼンテーション 

[6] インターンシップという性質上、社会人と接するためのマナーおよびコミュニケーションの知識について事前講義を実施した。 

[7]・PBL 型のグループワーク 

・アイディアを形にする方法論の教授 

・各種プレゼンテーション法の教授 

 

 

 

 

 

D（問 19～22）：中期目標・中期計画のうち「地域を教材とする基礎教育/共通教育プログラム」についてお尋ねします。 

 

設問 19 授業に「地域（宮崎）を教材とする」内容が含まれていますか？ 

①はい： 11（38%）     ②いいえ： 18（62%）    未回答： 0（0%） 

                      

問 19 で「はい」の方は問 20～22 にお答えください。 

 

設問 20 その内容を授業に取り上げるおよその回数を選んでください。 

①１～５回： 7（24%）    ②６～10 回： 1（3%）    ③11～15 回： 3（10%） 

未回答： 18（62％） 

                             

設問 21 「地域」のどのような分野を取り上げていますか？（複数回答可） 

①歴史・文化： 3（10%）   ②政治・経済・産業： 6（21％）   ③自然環境・フィールド体験： 5（17%）  

④その他： 2（7%）     

 

設問 22 「地域を教材とした基礎教育/共通教育プログラム」に該当する特色ある活動がありましたら、記述してください。  

  回答： 5 クラス 

[1] とくになし。宮崎限定の地域学習は難しい。・・・2 クラス 

[2] みやだい COC 推進室開設科目。・・・2 クラス 

[3] 県内の農業団体と連携したインターンシップを実施した。 


